
○　本校の概要 令和6年3月7日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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生徒アンケートの設問
「道徳・地域行事・家庭
学習への取り組みが積
極的になった」での肯
定的評価の割合

3

3

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

④事前・事後学習を行う際に必要に応じて
ICT機器を活用し、調べ学習を行い、プレ
ゼンテーション能力を育成する。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

⑤家庭学習習慣の確立のため、「毎日の
家庭学習～学習の仕方～」を生徒に配布
し、家庭学習の在り方について説明を行
い、「自主学習ノート」を全学級で実施す
る。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

Ｄ 0④その場に応じたSDGｓを意識して行動す
る力を育成していく。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

生徒アンケートの設問
「多くのことに関心をも
ち、取り組みが積極的
になった」での肯定的
評価の割合

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の図っている。
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目標に対する成果指標

1

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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成果
評価

令和６年度　大田区立馬込東中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

　【学校規模】
　　　生徒数　２９６名　（１年生　３学級：１０２名、２年生　３学級：８６名、３年生　３学級：１０６名）
　【学校の特色】
　　　ユネスコスクールに加盟　　　今年度で３２年目を迎える生徒会主催によるアルミ缶回収運動　　　　１・２年生による修学旅行見送り隊
　　　生徒が毎日１ページ以上取り組む「自主学習ノート（教科型）」による家庭学習の推進　　　年４回の校内研修会（９教科の研究授業を実施。テーマ「生徒の主体性を高めるための学習指導～生徒の学習用タブレット端末の効果的な活用～」）

3

学校関係者記入欄

3

生徒アンケートの設問「学
校生活に満足している」に
おいて肯定的な回答は、昨
年度と比較して０．８ポイン
ト減の８６．８％であった。
「学校行事に意欲的に取り
組んでいる」についても昨年
度より肯定的な回答が３．
１％減の８９．６％となった。
マンネリ化があげられ、合
唱コンクールも課題曲がなく
なったことが要因として考え
られる。「係活動や委員会
活動などについて責任を
もって取り組んでいる」につ
いては０．４％増の９２．３％
となっていることから、生徒
自らが考え、工夫を凝らし、
主体的に取り組んでいける
ような指導の工夫が必要と
考える。

　生徒アンケート設問「アル
ミ缶回収運動に参加してい
る」では昨年度より１２．６ポ
イント減の４６．５％となって
いるが、アルミ缶自体が少
なく、回収率が減少している
ことも要因としてあげられ
る。新たにおこなっている
ペットボトルのキャップ集め
は回収率も高くなっている。
「部活動に積極的に参加し
ている」では昨年度より８．
８％減の８７．９％となった。
部活動の地域移行が進み、
地域クラブに在籍している
数が増え、部活動への入部
が減少していることも要因と
して考えられる。外部指導
者を積極的に任用して、生
徒が活動しやすい環境を整
えていく。

4

生徒アンケートの設問「道
徳の授業は、内容について
自分の考えを深めることが
できる」において肯定的な回
答は、昨年度と比較して７．
７ポイント増の８８．４％で
あった。「地域行事に行った
ことがある」についても昨年
度より肯定的な回答が１７．
３ポイント増の５８．６％と
なった。地域行事への参加
を呼びかけたことで、生徒
の大幅な参加増につながっ
た。保護者・地域と教員もつ
ながりがもてるように継続し
ていきたい。「家庭学習をし
ている」については昨年度
より３．３％減の８３．９％と
なってしまったため、個別に
指導を行い、定着を図って
いく。
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２：

40%
以上

１：

40%
未満

４：

85%
以上

２：

40%
以上

１：

40%
未満

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

娘や息子の時代には盛んだったアルミ缶回収や修
学旅行見送り隊も今や他校でも見られるため、こ
れぞ馬東中と言える取組ではなくなってきているの
でしょうか。生徒にもアイデアを求めると良いと思い
ます。

西成高校では反貧困学習を行い、子どもたちが厳
しい生活環境に陥っても自らで乗り越える方法など
の学習を進めています。このような自らで問題解決
を図っていけるかを身につけさせていくことが今後
重要になってくるかと思います。

「学校生活に満足している」の回答が０．８％減で
あっても８６．８％と高いポイントであること。「係活
動や委員会活動」については９２．３％と高得点で
あることからも「４」の評価が妥当であると考える。

「アルミ缶回収運動」は参加率よりも、長く続けるこ
とに意味があると思うので、今後も続けていってほ
しいと思います。

生徒数も少しずつ増え、部活動もこれからまた増え
ていくか、それとも専門性を求めて地域クラブを選
ぶのか、勝敗にこだわりすぎない楽しい活動をして
ほしいです。

お祭りなど地域活動に参加してくれる子どもが
多いのは嬉しいです。自分が家庭学習をあま
りやってこなかったので、子どもにはうるさく言
いませんでした。それぞれが必要と感じたとき
に取り組んでいた様で、親の見守りも大切か
と。

特に地域行事の参加は学校側のPRや後押し
が大切になってきます。その意味も含め、こど
もたちに丁寧に伝えていってほしいです。

「道徳の授業」について肯定的な回答が７．７
ポイントも増えていることは注目に値すると思
います。

生徒アンケートの設問
「学校生活に満足して
いる」での肯定的評価
の割合

４：

85%
以上

３：

60%
以上
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40%
以上
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以上

Ａ

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
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す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

５：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上101％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上81％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が61％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

生徒アンケートの設問
「学習への取り組みが
積極的になった」での
肯定的評価の割合

生徒アンケートの設問
「学校のきまりを守って
いる」・「学校行事・学年
行事に意欲的に取り組
んでいる」での肯定的
評価の割合

４：

85%
以上

２：

60%
以上

3

１：

40%
未満

3

４：

85%
以上

２：

60%
以上

１：

40%
未満

3

3

3

４：

85%
以上

３：

40%
以上

3

3

2

３：

40%
以上

Ａ 2

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

③全教職員で安全点検を実施するととも
に、定期的に安全指導に関する研修を実
施する。

③避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

3

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

3

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
る。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ｂ 2

3

2

３：

60%
以上

４：

85%
以上

4

２：

40%
以上

3

２：

40%
以上

３：

60%
以上

Ｃ

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

④問題行動・不登校問題等にかかわる生
徒のケース会議等を実施する。

2

１：

40%
未満

④教育目標・学校経営方針・学校評価等
の基本情報、生徒の活動をホームページ
に公開するとともに学校便り等を地域に配
布し、情報を発信していく。

3

１：

40%
未満

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

2

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

Ａ 2

⑤生徒会主催アルミ缶回収運動を地域に
お知らせし、地域のボランティア活動に貢
献する。

Ｂ

生徒アンケートの設問
「授業に落ち着いて取
り組んでいる」での肯定
的評価の割合

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

生徒アンケートの「授業に落
ち着いて取り組んでいる」で
は昨年度より３．４ポイント
増の９６．０％となっている。
毎日の換気、樹木の伐採、
wi-fi環境の整備、全教職員
による安全点検など生徒が
わかるように学習環境を整
えたことが高評価となった。

4

生徒さんの学習への意欲は先生から認められ
たり、誉めたりすることで大きく変わってくること
だと思うので、最新機器などのスキルは自信を
持って取り組めるように、先生方は更に練習す
る必要も出てくるでしょう。chatGPTなど、未知
数ですが、期待できることもあるでしょう。

色々なことに興味を持って積極的に取り埋める
ことが一番だと思います。教師の方々も親も周
りの大人がしっかりしなくては。

　生徒アンケート設問「学習
への取組が積極的になっ
た」において肯定的な回答
は昨年度より４．４ポイント
減の７９．７％となった。授
業では基礎・基本の定着と
個に応じた指導、生徒の言
語活動を積極的に取り入れ
ることにより、生徒が興味・
関心を高め主体的に取り組
めるような指導を継続して
いる。また、特にＩＣＴ機器を
積極的に活用しており、タブ
レットのさらなる有効活用を
図っていく。教員の指導力
向上のため、次年度も東京
都や大田区の研修会に教
員が参加したり、校内での
研修を行ったりすることを継
続実施し授業力の向上を図
る。自主的に学習すること
ができるよう「自主学習ノー
ト」の取組を全校体制で継
続して行っていくなどし、次
年度８５％以上を目標にし
ていく。

3

学校全体の落ち着いている様子がうかがえま
す。

校則なども昔と違ってくていると存じます。ま
た、個人個人が服装など個性的ではあります
が、学校生活ではけじめをつけているように思
えます。

「学校の決まりを守って生活
している」において肯定的な
回答は、昨年度より１．２ポ
イント増し９５．１％となっ
た。　ルールを守る大切さや
正義感が育っていることが
わかる結果である。今後も
生徒が主体的に取り組むこ
とができるような場面を増や
す工夫をしていく。また、生
徒会活動を活性化させ、自
治活動を意識させていく。.

4

Ｄ 0

0

Ａ

Ｄ 0

落ち着いた地域で育まれた、家庭環境が功を
奏しているのでは。

恐らくは先生方全員で教育環境への働きかけ
をしていることが、さらに「授業に落ち着いて取
り組んでいる」ポイントを上げているのでしょう。

「教職員は子どもの悩みなどを親切に聞いてく
れている」が１３．１ポイントも上がっていること
は驚きで、先生方の努力が表されているもの
だと思います。

今後、「おおたの未来づくり」というカリキュラム
が中学校で必須教科となります。子どもたちが
住んでいる地域を意識するきっかけとなり、自
らのアイデア、考えが地域そのものを作ること
を実感してもらえる機会となり、地域全体に
とってもプラスに働くことを期待しています。

忙しい先生も個別に丁寧に生徒に向き合って
いる。大変なことですが、大切ですよね。７０周
年に向けてより良い学校になってほしいです。

保護者アンケートの設
問「子どもは、学校生活
に満足している」「学校
が発行する印刷物（お
知らせ・便り）などはわ
かりやすい」・「子どもは
落ち着いて授業に取り
組んでいる」での肯定
的評価の割合

保護者アンケートの結果、
「子どもは学校生活に満足
している」（８０．３％、昨年
度比５．２ポイント減）。「教
職員は子どもの悩みなどを
親切に聞いてくれている。」
（７０．９％、同１３．１ポイン
ト増）になっている。昨年度
の反省を活かし、個別に丁
寧に時間をかけて指導した
ことが良かった。相談しやす
い人を限定することなく、ど
の教員でも共通認識の基で
指導していく。生徒が相談し
やすい環境を整え、保護者
の学校に対する期待が大き
いことを受け止め、これから
も充実した教育活動を行っ
ていく。また、学校支援地域
本部の協力のもと「いのち
の講演会」「職業人講話」
等、実施することができた。
今後も地域と連携を図り、よ
りよい教育活動を実践して
いく。

Ｃ 0
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D

2

2

0

0

D 0

Ａ 4

B 0

C 0


